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（１）最小シクロデキストリンの創製

（３）追悼

銅(II)錯体を用いた酸化的カップリングによるビアリール構築法を
利用して，さまざまなエラジタンニンを全合成した。

オルトキノンを用いたマイケル付加・脱離反応による手法を開発し，
エラジタンニンに含まれる構成基を統一的に合成した。
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ヘキサヒドロキシジフェノイル基の構築

C–Oジガラートの構築

（２）中分子天然物の合成法開発

グルコピラノース環の柔軟化を利用したCD4とCD3の合成

グルコースの3・6位にEDB基と呼ばれる架橋基を導入すると，アノ
マー位や2・4位の置換基の違いで立体配座が変化した。EDB基で架
橋したグルコース誘導体をα-選択的グリコシル化反応によって連結
することで，CD4とCD3の存在を証明した。

CD3の立体配座解析
1H NMRと単結晶X線構造解析を用いて立体配座を解析した結果，状
態によって異なる立体配座をとることが明らかとなった。

全て5S1配座
1H NMR (500 MHz, D2O)

1つが4C1，残り2つが5S1配座
単結晶X線構造解析 (ORTEP図)

CD5よりも小さなシクロデキストリンは，構成するグルコピラノー
ス環が歪むため，存在できないと考えられていた。

最小シクロデキストリン（CD）は存在が疑われていた
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 R = Bn, X = α-F
 R = Bn, X = β-F
 R = H, X = α-SPh
 R = H, X = β-SPh
 R = Bn, X = α-SPh
 R = Bn, X = β-SPh
 R = Bn, X = α-OH
 R = Bn, X = β-OH
 R = Bn, X = α-OCH2C6H11 
 R = Bn, X = β-OCH2C6H11
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